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１．研究計画の概要 
 再突入飛行体周りに生じる弱電離プラズ

マ流の制御を制御することにより、課題であ

る空力加熱を低減する技術を確立し、その実

機適用性を実証する。 

 
２．研究の進捗状況 
地上実験、理論的解析を進め、本技術の要

素を把握しようとしている。また、実機適用
性については、飛翔実証をする方策を検討す
ることにより、適用性の検討を進めている。。 
 
３．現在までの達成度 
 地上実験、理論的解析につては、ほぼ、目
的を達成しつつある。実機適用性については、
飛翔実証をする手段を検討することで、適用
性を示している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 機体に登載可能な強磁場発生装置の開発
可能性を検討するとともに、地上実験、理論
的解析の集大成を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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